




























　　　部分がマークシート方式により解答する問題です。
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正 答 表 社 会 （5 一次・分割前期）

問1 問1

〔問1〕 ウ ５ 〔問1〕 ウ → イ → エ → ア ５
点 点

問2 問2

〔問2〕 エ ５ 〔問2〕 ウ ５
点 点

問3 問3

〔問3〕 ア ５ 時期 略地図 ５
点 点

〔問3〕

イ → ア → ウ ア
問1

略地図中のＡ～Ｄ Ⅱのア～エ ５
点

問4

〔問1〕 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ５
点

Ｄ イ 〔問4〕

イ エ ウ ア
問2

Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ ５
点

〔問2〕
問1

ア ウ エ イ 〔問1〕 エ ５
点

問3 問2

〔問3〕 イ ５ 〔問2〕 イ ５
点 点

問3

〔問3〕 ウ ５
問1

点

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ５
点 問4

〔問1〕 適正な企業統治を実現する役割を ５
点

エ イ ア ウ になう社外取締役の要件が追加され，

取締役会に外部の意見がより反映さ
問2 〔問4〕

〔問2〕 エ ５ れるよう，社外取締役を2名以上置
点

く会社数の割合が増加した。
〔(1)目的〕

問3

５
貨物輸送で生じる二酸化炭素の排 点

出量を減少させるため。

問1

〔問3〕 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ５
点

〔(2)敷設状況及び設置状況〕 〔問1〕
ふ せつ

全ての地方に貨物鉄道の路線と貨 ウ ア イ エ

物ターミナル駅がある。

Ⅰの略年表中の 略地図中の
問2

Ａ～Ｄ Ｗ～Ｚ
５
点

〔問2〕

※ 〔問1〕全て「正答」で，点を与える。 Ｄ Ｘ

※ 〔問2〕全て「正答」で，点を与える。
問3

※ 〔問1〕全て「正答」で，点を与える。
〔問3〕 ア ５

点※ 〔問1〕全て正しく並べてある場合のみ点を与える。

※ 〔問3〕全て正しく並べてあり，全て「正答」で，点を与える。

※ 〔問4〕全て「正答」で，点を与える。

※ 〔問1〕全て「正答」で，点を与える。

※ 〔問2〕全て「正答」で，点を与える。





 

社会 採点のポイント        （5 一次・分割前期） 

問題番号 

配点 
正   答   例 採点のポイント 

３ 

〔問 3〕 

 

配点 

５点 

〔(1)目的〕 

貨物輸送で生じる二酸化炭素の

排出量を減少させるため。 

 

 

〔(2)敷
ふ

設
せつ

状況及び設置状況〕 

全ての地方に貨物鉄道の路線と

貨物ターミナル駅がある。 

〔(1)目的〕 

○モーダルシフトの推進により，二酸化炭素の排出

量が減少することについて，適切に書かれてい

る。 

 

〔(2)敷
ふ

設
せつ

状況及び設置状況〕 

○七地方区分の全てに貨物鉄道の路線が敷設され

ていることについて，適切に書かれている。 

○七地方区分の全てに貨物ターミナル駅が設置さ

れていることについて，適切に書かれている。 

５ 

〔問 4〕 

 

配点 

５点 

適正な企業統治を実現する役割

をになう社外取締役の要件が追加

され，取締役会に外部の意見がより

反映されるよう，社外取締役を 2名

以上置く会社数の割合が増加した。 

○社外取締役の役割について，適切に書かれてい

る。 

○取締役会における社外取締役の人数について，適

切に書かれている。 

 

 

各学校において，採点のポイントを踏まえて『部分点の基準』を作成し，『部分点の基準

ごとの点数』を定めること。 

なお，受検者の実態等に応じて，次の例のように詳細な基準を定めることができる。 

・ 「○○について××が書かれている。」のように，具体的な内容を加えること。 

・ 「○○と△△が書かれている。（３点）」「○○が書かれている。（２点）」「△△が書かれて 

  いる。（１点）」のように，段階を設け，段階ごとの点数を設定すること。 

・ 「誤字が一つ以上ある。（１点減点）」のように，部分点の基準を加えること。 

 


